
「大阪・関西万博」への参加後アンケートについて（集計）
調査対象:

回答期間: 令和７年11月25日（火）から同12月16日（火）

59校（未回答学校数：８校）

１ 　「大阪・関西万博」への参加について

① 「大阪・関西万博」に参加してよかったですか。（校数）

はい 56

いいえ 0

どちらともいえない 3

② １－①で「はい」と答えた学校にお伺いします。「はい」と回答した理由をご記入ください。

（主な意見）

1. 万博ならではの特別な体験・雰囲気、社会性の向上

・

・ 一生に一度の経験になるかもしれないし、雰囲気やパビリオンを楽しめたと思うから。

2. 世界各国の文化・歴史・価値観に触れることができた

・ 各国の文化、歴史、自然に触れることができた。

・ 世界の国々の文化を知ることができた。

・

3. 最新の科学技術・先端技術に触れることができた

・ 先端技術を実際に見たり触れたりすることができる貴重な機会になった。

・ 日本の最先端の研究などに触れる機会を得られたため。

・

4. 児童・生徒の興味や知的好奇心、国際感覚が高まった

・

・

・

・ 子どもたちも目的意識を持って臨み新たな学びをえたものと感じています。

5. 教育活動・学校行事としての意義・運営面

・

・

児童が主体的に多くの人に関わることができたから。

生徒の意欲関心が高まるきっかけとなり、値段も押さえることが出来て保護者からの不満もな

かった。行ったこと自体貴重な経験になりました。

国際理解を深めたり日本の魅力を再発見する機会となったりして、心に残る思い出となったか

らです。

今年度の遠足として全校生徒で参加した。行く前は前向きな意見が聞かれなかったが、実際訪

れると様々な学びや発見があり、好評であった。

早い段階で計画を立て、全校生徒で4月に行ったので、混雑もなく学校だけでは学べないかけが

えのない学びができた。

「大阪・関西万博」未来を担う子どもたちの体験学習支援事業を活用し、「大阪・関西

万博」に参加した学校（67校）

回答学校数:

子どもたちにとって一生記憶に残る体験となった。他の施設では見られないものを見たり、体

験したりできたから。

普段行くことができない万博で多様な文化や価値観に触れるとともに芸術鑑賞の一環となり、

学びの多い研修だったから。

未来社会のテクノロジーを体験できる展示や、各国パビリオンの建築や展示等を楽しみ、学ぶ

こともできた。
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③ １－①で「いいえ」又は「どちらともいえない」と答えた学校にお伺いします。

「いいえ」又は「どちらともいえない」と回答した理由をご記入ください。

・ 人が多くて、計画通りパビリオンを見学することができなかったから。

・

・ 希望するような見学が叶わなかった。

④ 補助金の有無は、「大阪・関西万博」の参加に影響しましたか。（校数）

補助金があったので参加した 47

補助金がなくても参加した 13

（※学年ごとで参加を判断した学校があるため、回答学校数と合わない）

⑤ 「大阪・関西万博」の参加によって、児童・生徒に変化や学びはありましたか。【複数選択可】

異文化や多様性への理解が深まった 51

科学技術や最新の取り組みに触れることができた 53

地域社会や世界とのつながりを意識するようになった 26

自己肯定感や自信が高まった 10

特に変化や学びはなかった 0

その他（自由記述） 8

・ 異文化への興味や関心が湧いたり、事前準備の大切さを学んだりしたと思います。

・ 家庭の中での会話で万博の話ができた。

・

・

・ 一生に一度の経験が友達と一緒にできたという喜びを感じている。

・

・ 時間を見ながら計画的に行動する力がついた。

・ 平和と人権について学ぶことができた。

団体ということで体験させてもらえず、見学のみになった。

会期終了間際でものすごい混雑で、満足した見学はできなかった。児童はスマホを持っていな

いので予約も全くできず、一般の来園者には太刀打ちできませんでした。

言葉が完全に分からなくても、身振り手振りや笑顔で自然にコミュニケーションがとれてい

た。

11月の学習発表会でも、万博での学びを取り入れた発表を行い、学習を深めることができ

た。

他国についてや科学技術についてなど、様々な分野に興味をもてるようになった。クラスの

団結力が高まった。
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⑥ 「大阪・関西万博」に参加した貴校の児童・生徒の感想をいくつかご記入ください。

（主な意見）

1. 世界各国の文化・人との交流、異文化体験

・

・ 普段あまりなじみのない国の文化に触れることができてとても興味深かった。

2. 未来社会・最先端技術への驚き・関心

・

・

・

3. 友人や家族との思い出・体験の共有

・

・ みんなで遠足に行くことができてよかった。

・ 一生忘れることのない素晴らしい思い出ができました。

4. 会場の規模・雰囲気・イベントとしての圧倒的スケール

・

・ はじめは特に関心はなかったが、実際に行ってみて規模の大きさに、圧倒された。

5. パビリオンの混雑・入場困難・暑さ・混雑・体力的な大変さ

・ パビリオンに入れないし、予約が取れなかった。（多数）

・ 暑くてばてました。人が多かった。

・

6. 計画的な行動や事前準備の大切さ

・ 計画をきちんと立てて行動することの大切さが分かったので、これからの行事に生かしたい。

7月に参加したのでとにかく暑かったし、涼しいところが少なかったので、大屋根のしたでかな

りの時間過ごした。

NTTパビリオンを体験して、最新のAI技術に触れて、これからの未来が楽しみになったし、AI

技術に興味関心がわいた。

IPS細胞の展示を通して再生医療に対する理解が深まり、医療技術が進化することによって私た

ちの生活がどう変わるのかを学ぶことができました。

友達と一緒に回れたことがとてもよかった。２５年後の自分に出会えたり、アメリカ館をま

わったり、とてもよかった。また家族で行きたい。

行ってその広さに驚いた。大屋根リングは絶対に上ろうと班の友達と決めていたので、実際に

上がって自分の目で、上から会場全体を見たり、人々の動きを見たりできて、とても大きなイ

ベントなんだと思った。

いろいろな国のパビリオンや異文化に触れて、外国への興味関心が高まったし、外国の方とお

話ができていい体験になった。

世界中の国と地域がつながり、新しい技術を見て、感動しました。

未来へと世界の伝統を受け継いでいきたい。自分たちの学校も２０年がたち、同じようにみゃ

くみゃくと受け継いできたものを大切にしていきたい。
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